

該当するものに○をつけてください。

１　返納額がない場合
次に該当する場合には返納額はありません。(1)～(4)のいずれかの番号に○をつけてください。
(1) 消費税の申告をしていない。

(2) 簡易課税方式により申告している。

(3) 特定収入割合が５％を超えている。

    （注）特定収入割合が５％を超えることについて計算根拠を別紙で貼付すること。

(4) 補助対象経費に係る消費税を、個別対応方式において、「非課税売上のみに要するもの」として申告している。

２　返納額がある場合
(1)～(3)のいずれかの計算方法を選択し、番号に○をつけてください。

(1) 課税売上割合が９５％以上の場合

補助金額×１０／１１０＝返納額（円未満切捨て）

(2) 課税売上割合が９５％未満・個別対応方式

　　ＡとＢの合計額
Ａ  課税売上のみに要する補助対象経費に使用された補助金

　　　  補助金額×１０／１１０＝返納額（円未満切り捨て）

　Ｂ  課税売上と非課税売上に共通して要する補助対象経費に使用された補助金

　　　  補助金額×１０／１１０×課税売上割合＝返納額（円未満切り捨て）

(3) 課税売上割合が９５％未満・一括比例配分方式

補助金額×１０／１１０×課税売上割合＝返納額（円未満切捨て）

※　課税売上割合は端数処理を行わずに計算する（ただし、消費税の申告において、課税売上割合を端数処理した場合には、その割合を用います。）。
調査票
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